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高校生がアポなし取材！

津和野町ってどうですか？
津和野町東京事務所通信

災害に強い森林づくり報告

みんなで築こう人権の世紀
しまね人権フェスティバル 2014

来たれ！地域企業家
~ 津和野町創業チャレンジコンペ ~



まずはカメラの使い方を学びま
す。初めての一眼レフに少し緊
張した様子でした。

①

観光客の方にアポなし取材、感
想をスケッチブックに書いても
らいます。

②

最後に写真を撮影。協力いただ
いた方への感謝の言葉も忘れま
せん。

③

自転車で日本一周中の男
性。旅先で知り合った人か
ら津和野の評判を聞いて訪
れたそうです。

稲成神社を散策していたこの女性、
なんと津高吹奏楽部の講師で、訪問
前に神社を見学していたとのこと。

カトリック教会を見学して
いたこちらの親子。かつて
の歴史が強く心に残ったと
話していました。

夫の方は恥ずかしくて写真ＮＧとい
うことでお一人で撮影。「鯉が大き
い！」と驚かれていました。

なんとフランスから来
てくれたこちらのご夫
婦。慣れない英語での
会話でしたが無事伝
わって一安心。

夫婦で全国をのんびり旅行中。「いろんなところを
見てきたけど、この町の雰囲気は素晴らしいです
ね。」と感想を話されていました。

英語の授業の成果を試す絶好のチャンス！休憩のため立ち寄った飲食店で職場体験をする
同級生を発見し、記念にシャッターを切ります。

暑い日差しの中、掘割を優雅に泳ぐ鯉が羨まし
く見える３日間でした。

現在２年生の渡辺匠さん。
陸上部に所属し、県大会で上位に食い込
む実力の持ち主。
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7
月
21
日
か
ら
23
日
の
３
日
間
、
津
和
野

高
等
学
校
の
2
年
生
55
名
を
対
象
に
、
職
場

体
験
が
行
わ
れ
、
広
報
つ
わ
の
制
作
現
場
で

も
２
年
生
の
渡
辺
匠た

く
みさ
ん
の
受
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、「
外
か
ら
み
た
自
分
の

町
の
姿
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」「
大
人
の

方
と
の
話
し
方
な
ど
を
勉
強
し
て
も
ら
お

う
」
と
街
ゆ
く
観
光
客
の
方
に
街
頭
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
企
画
。
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、
カ
メ
ラ
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持
ち

町
内
に
出
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
そ
こ
は
３
連
休
明
け
の
平
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
街
中
を
歩
く
観
光
客
の
姿

は
ま
ば
ら
・
・
・
。
そ
れ
で
も
、
暑
い
日
差

し
に
耐
え
な
が
ら
じ
っ
と
チ
ャ
ン
ス
を
伺

い
、
初
め
て
通
り
を
散
策
す
る
観
光
客
の
方

を
発
見
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。

普
段
、
学
校
の
先
生
や
家
族
以
外
の
大
人

と
話
す
機
会
が
少
な
い
た
め
、
初
め
は
緊
張

し
た
様
子
で
し
た
。

意
を
決
し
て
「
す
い
ま
せ
ん
、
実
は
職
場

体
験
で
・
・
・
」
と
企
画
の
主
旨
を
頑
張
っ

て
説
明
し
、
相
手
か
ら
「
い
い
で
す
よ
。」

と
快
い
返
事
を
も
ら
え
た
時
は
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
後
は
町
に
訪
れ
た
キ
ッ
カ
ケ
や
町
の

何
処
を
見
た
の
か
等
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
の

感
想
を
書
い
て
も
ら
い
撮
影
を
し
ま
し
た
。

こ
の
写
真
と
い
う
の
が
や
は
り
難
易
度
が

高
く
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
Ｏ
Ｋ
だ
け
ど
、
写

真
は
Ｎ
Ｇ
と
い
う
方
も
。そ
れ
で
も
期
間
中
、

50
人
を
超
え
る
方
に
足
を
止
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

大
き
な
荷
物
を
自
転
車
に
載
せ
、
額
に
汗

を
浮
か
ば
せ
な
が
ら
ペ
ダ
ル
を
漕
ぐ
男
性
は

日
本
一
周
の
旅
の
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
と
こ

の
こ
と
。
元
中
学
校
の
先
生
で
「（
自
分
が

い
た
学
校
で
も
）
職
場
体
験
と
か
を
し
て
い

た
の
で
懐
か
し
い
で
す
ね
ぇ
。」
と
話
し
な

が
ら
取
材
に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
勇
気
を
出
し
て
英
語
で
話
し
か
け

た
相
手
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
観
光
客
。
日
本

に
来
る
の
は
４
回
目
、
こ
れ
ま
で
京
都
、
四

国
、九
州
な
ど
を
旅
行
し
て
き
た
と
の
こ
と
。

津
和
野
の
事
は
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
と
い
う
仏

国
内
で
有
名
な
旅
行
本
で
知
り
、
念
願
か

な
っ
て
訪
れ
た
な
ど
旅
行
者
そ
れ
ぞ
れ
の
貴

重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
接
す
る
こ
と
の
無
い
人
で
も
色
ん
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
、
相
手
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
そ
う
し

た
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
貴

重
な
体
験
が
こ
の
職
場
体
験
を
通
じ
て
出
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

職
場
体
験
が
終
わ
っ
た
あ
と
、「
断
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
取
材
を
受
け
て
く

れ
た
時
は
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
知
ら

な
い
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
で
挑
戦

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」
と
、
感
想
を
話
す
彼
の
姿
が
少
し

逞
し
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

高校生がアポなし取材！津和野町ってどうですか？

僕がチャレンジ
しました！



津和野町東京事務所 通信

津和野町東京事務所 通信

美しいデザインに囲まれてパンフレッ
トも嬉しそう

福を呼ぶ恵比寿さまは、どこへ行っ
ても大人気です。（参考写真）

崩落した場所を境に森林の姿が異なっています。

崩落した斜面にポッカリと空いたパイ
プ流（黄丸部）。日頃から森林の手入れ
をすることで災害発生の可能性を低く
することができます。
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7
月
12
日
、
名
賀
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
島
根
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
り
ふ
れ
倶
楽
部
の
主

催
、
津
和
野
町
の
共
催
に
よ
り
「
災
害
に

強
い
森
林
づ
く
り
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
に
林
野
庁
「
災
害
に
強
い
森
林
づ

く
り
検
討
会
」
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
名
賀

地
区
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
田
中
賢
治

氏
を
迎
え
、
下
森
町
長
を
は
じ
め
50
名
が

参
加
、
森
林
崩
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

『
広
葉
樹
は
根
が
深
い
？
』

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
田
中
氏
は
、
最
新

の
科
学
的
調
査
デ
ー
タ
を
提
示
し
て
、
実

は
太
い
針
葉
樹
も
根
が
深
く
大
地
を
つ
か

高
津
川
流
域
材
を
使
用
し
た
内
装
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

7
月
初
旬
、
東
京
事
務
所
の
内
装
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。
内
装
に
は
地
元
・
高
津
川
の
流

域
材
を
扱
う
高
津
川
ウ
ッ
デ
ィ
・
ク
ラ
フ
ト
有

限
責
任
事
業
組
合
が
開
発
し
、
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
の
製
品
に
の
み
贈
ら
れ
る
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
を
受
賞
し
た
各
種
製
品
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。素

材
の
良
さ
を
活
か
し
た
温
か
み
の
あ
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
使
い
勝
手
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
日
本
一
の
清
流
・
高
津
川
の
PR
に
も
一
役

か
っ
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
近
所
の

常
連
の
方
が
早
速
来
所
さ
れ
、
こ
の
内
装
を
絶

賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
3
か
月
。今
月
か
ら
皆
様
に
、

事
務
所
の
近
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
お
楽
し
み
に
。下

側
に
あ
る
針
葉
樹
林
の
太
い
木
が
上
か
ら

流
れ
落
ち
て
く
る
土
砂
を
受
け
止
め
た
こ
と

で
、
下
側
へ
の
崩
壊
を
防
い
で
い
る
ケ
ー
ス

が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

『
適
正
な
手
入
れ
を
行
わ
な
い
山
は
？
』

左
の
写
真
は
名
賀
地
区
の
被
災
現
場
の
も

の
、
崩
壊
地
に
向
か
っ
て
右
側
の
林
は
間
伐

が
遅
れ
、
林
内
は
暗
く
、
木
は
線
香
の
よ
う

に
細
く
、
根
の
張
り
も
浅
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
左
側
の
林
は
適
度
に
間

伐
さ
れ
、
林
内
に
は
光
が
差
し
込
み
、
下
草

や
低
木
も
育
ち
、
幹
が
太
く
育
っ
た
木
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
太
い
木
が
根
を
深
く 恵

比
寿
さ
ま
が
大
人
気 

ほ
お
ず
き
市

ま
で
張
り
、
低
木
が
中
間
層
の
土
を
し
っ
か

り
つ
か
ん
で
い
た
こ
と
で
崩
壊
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
適
正
に
間
伐
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
に
つ

な
が
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

針
葉
樹
林
で
あ
れ
ば
、
胸
の
高
さ
の
直
径

が
30
㎝
以
上
に
な
る
と
根
系
が
し
っ
か
り
張

り
、
山
地
崩
壊
を
く
い
止
め
る
能
力
が
高
ま

る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

『
山
を
歩
け
ば
？
』

下
の
写
真
で
は
、
ス
ギ
の
根
元
部
分
に
丸

く
空
い
た
孔
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
中

を
流
れ
る
水
の
道
「
パ
イ
プ
流
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
土
壌
を
浸
食
し
て
土
管
の
よ
う

に
太
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

裏
山
か
ら
出
て
く
る
水
が
濁
る
の
は
こ
の

パ
イ
プ
流
が
土
壌
を
浸
食
し
て
い
る
た
め
で

す
。
こ
う
な
る
と
斜
面
崩
壊
の
危
険
性
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
裏
山
に
入

り
、
山
の
手
入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
棚

状
の
水
の
集
ま
り
や
す
い
場
所
、
大
雨
の
時

に
沢
が
で
き
る
地
形
が
分
か
り
、
ま
た
、
木

の
根
の
張
り
方
の
異
形
、
年
輪
幅
の
偏
芯
を

見
る
こ
と
で
斜
面
が
動
き
や
す
い
土
壌
か
ど

う
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
森
林
に
す
る
た
め
に
は
、
適

正
に
間
伐
を
繰
り
返
し
、
健
全
な
山
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
適
正
に
整

備
し
た
森
林
が
集
落
の
周
り
に
あ
れ

ば
、
民
家
や
道
路
、
田
畑
ま
で
土
砂
が

流
入
す
る
こ
と
を
防
い
で
く
れ
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

津
和
野
町
が
4
年
前
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
、
現
在
、
全
国
各
地
で
盛
ん
に

な
り
つ
つ
あ
る
自
伐
型
林
業
の
活
動

は
、ま
さ
に
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
所
有
山
林
の
間
伐
に
取
り

組
み
、
太
陽
光
が
入
り
込
む
、
明
る
く
、

健
全
な
森
林
づ
く
り
に
参
加
さ
れ
ま
せ

ん
か
。
こ
の
活
動
に
参
加
す
る
と
、
搬

出
し
た
材
を
現
金
と
地
域
通
貨
券
に
換

え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
券
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。

今
年
度
も
自
伐
の
た
め
の
技
術
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

今
年
で
29
回
目

を
迎
え
る
文
京
朝

顔
・
ほ
お
ず
き
市

が
７
月
19
、
20
日

に
区
内
で
開
催
さ

れ
東
京
事
務
所
も

初
参
加
し
ま
し

た
。都

内
で
は
浅
草

浅
草
寺
の
ほ
お
ず
き
市
な
ど
が
有
名
で
す

が
、
こ
ち
ら
も
引
け
を
と
ら
な
い
素
敵
な
お

祭
り
で
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
な
が
ら
、
町

の
Ｐ
Ｒ
で
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
跡
見
女

子
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
町

の
宣
伝
や
特
産
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
開

会
式
で
は
下
森
町
長
が
町
を
代
表
し
て
挨
拶

を
行
っ
た
後
、
石
見
の
伝
統
芸
能
・
石
見
神

楽
恵
比
須
舞
を
奉
納
し
、
来
場
者
か
ら
た
く

さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
は
大
成

功
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
の
企
画
や
準
備
に
参
加
し
、

地
域
の
皆
様
と
よ
り
深
く
絆
を
築
け
た
こ
と

も
大
き
な
収
穫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文京区
新宿区

千代田区

東京スカイツリー

渋谷区

津和野町東京事務所
〒 112-0002
東京都文京区小石川 2 丁目 25 番 10
号パークホームズ小石川 103-3
TEL：03-5615-8358
FAX：03-5615-8359

438

301

こんにゃくえんま前

西片

後楽園

春日

パークスクエア
小石川

文京シビックホール

文京区役所

津和野町東京事務所

【Open】午前 10 時 ~ 午後 6 時（平日）
【Closed】土日・祝祭日
【Access】東京メトロ後楽園駅より、徒歩約 10 分

「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」
講
演
会
報
告　

農
林
課
林
業
係
☎
七
二-

〇
六
五
三

ん
で
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。

津
和
野
町
の
山
で

は
、
広
葉
樹
林
、
針

葉
樹
林
と
も
に
豪
雨

に
よ
る
崩
落
が
発
生

し
て
い
ま
す
。ま
た
、
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［津和野町創業チャレンジコンペ］

応募方法など詳しくはお問合せいただくか、公式サイトにてご確認ください。

空き店舗・空家等活用
～来たれ、地域企業家～

http://norenjuku.com

応募締切 2014年 10月31日［金］必
着

【お問合せ】 〒 699-5605　鹿足郡津和野町後田ﾛ 187 津和野町商工会 　☎ 0856-72-3131

公式サイト 津和野　のれん塾

で
野
和
津

。
う
よ
せ
か
咲
花

年間100 万人が訪れる観光地「津和野町」は、山陰の小京都と呼ばれ、歴史と文化が香り、また
町内には4 年連続で水質日本一の清流が流れる日本の原風景が展開する小さくとも美しい町です。
JR 山口線の全面復旧が実現することを受け、空店舗や空家を活用し、津和野観光における「滞留
時間の短さ」を克服する魅力的な観光・商業店舗の起業、自然や素材を活かした６次産業化を目指
す製造・販売など、空き店舗、空き家を活用しての起業を創造し津和野の未来を作り上げましょう。
皆さんの参加をお待ちしております。

主催　津和野町商工会・津和野町　創業支援事業認定（経済産業省・総務省）：創業支援事業者補助事業
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ッ
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森鷗外記念館　〒699－5611 島根県津和野町 町田イ238 tel 0856－72－3210
お問い合わせ

森鷗外記念館☎ 72-3210

 ［津和野町チャレンジ・コンペ］
  募集について ■主催　津和野町商工会・津和野町　

■創業支援事業認定（経済産業省・総務省）：創業支援事業者補助事業

年間 100 万人が訪れる観光地「津和野町」は、山陰の小京都と呼ばれ、歴史と文化が香り、また
町内には 4 年連続で水質日本一の清流が流れる日本の原風景が展開する小さくとも美しい町です。
JR 山口線の全面復旧が実現することを受け、空店舗や空家を活用し、津和野観光における「滞留
時間の短さ」を克服する魅力的な観光・商業店舗の起業、自然や素材を活かした６次産業化を目指
す製造・販売など、空き店舗、空き家を活用しての起業を創造し津和野の未来を作り上げましょう。
皆さんの参加をお待ちしております。

※各回とも午後 6 時 30 分～午後 9 時 30 分　会場：津和野町商工会

津和野

■受講対象者
　・創業をお考えの方
　・創業して間もない方
　・第二創業をお考えの方
■定員　20 名（先着順）
■受講料　無料

よろず創業指南 9/16 火 「創業する意義」

9/18 木 「マーケティング戦略①」

9/24 水 「マーケティング戦略②」

9/30 火 「財務管理」

10/2 木 「事業計画書の作成手法」

10/9 木 「事業計画書の作成①」

10/16 木 「事業計画書の作成②」

10/23 木 「事業計画の発表」

■お申し込み・お問い合わせ 
津和野町商工会にお電話頂くか、ホームページの入力フォー
ムからお申込みいただけます。

■応募方法
　◯提出書類　①事業プラン提案書、②収支計画書
　書類はホームページよりダウンロードしてください。
　◯提出部数　　１部
　◯提出先　　　津和野町商工会事務局　　
　＊原則として郵送により提出して下さい。
　　封筒に「事業プラン提案書」と朱書きして下さい。
・プラン作成の参考のため、空き店舗の候補物件をホームページにて　　　　　
  掲載しております。
・ホームページ上の空き店舗にはこだわりません。
・応募にかかる費用は、全て応募者の負担とします。
・提出された書類は当事業の実施に使用し返却いたしません。
・広報を目的として、提案内容を公表することがあります。
・反社会的勢力にある者、団体は応募できません。

■応募締切

　平成26年10月31日（金）必着
■賞
　創業にあたり改装費及び家賃補助。
　詳細は後日ホームページで公表いたします。
■審査基準
・事業コンセプト・成長性・競合性・事業計画書・アイデア・経営者資質

＊一次審査（書面）
＊二次審査　１１月下旬

一次審査通過者全員に公開プレゼンテーションを行っていただきます。
詳細は一次審査通過者に別途お知らせいたします。

■審査委員　
　コンサルタント、津和野町、津和野町商工会、金融機関

これから創業をお考えの方、創業して間もない方、第二創業をお考え
の方を対象に、経験豊富な専任講師が事業計画書（ビジネスプラン）
の作成を通じ、創業に向けた夢の第一歩を踏み出すあなたの創業する
力を養成します。

塾生受付中   2014年 9月・10月開催［全8回コース］
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森鷗外記念館　〒699－5611 島根県津和野町 町田イ238 tel 0856－72－3210
お問い合わせ

鷗
外
作
品
が

絵
柄
の
鷗
外
ト
ラ
ン
プ

￥
９
４
５
円
（
税
込
）〆切：8月 31日（日）

鷗外の「遺言」について学ぶ

講演会等のスケジュール

森
鷗
外
記
念
館
で
は
、
毎
年
、
鷗
外

先
生
の
命
日
（
7
月
9
日
）
に
合
わ
せ

て
鷗
外
忌
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

去
る
７
月
12
日
、「
鷗
外
の
「
遺
言
」

を
読
む
」
と
題
し
て
、
学
校
法
人
跡
見

学
園
理
事
長
で
森
鷗
外
記
念
館
の
山
崎

一か
ず

穎ひ
で

館
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

陸
軍
軍
医
と
し
て
栄
達
を
果
た
し
た

鷗
外
先
生
で
す
が
、
そ
の
遺
言
に
は
、

ま
ま
な
ら
な
い
官
界
へ
の
憤
り
と
陸
軍

省
・
宮
内
省
が
与
え
る
地
位
や
名
誉
を

拒
否
す
る
強
い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
官
界
と
は
対
極
の
文
界
へ
の
思
い

を
「
石
見
」
と
い
う
言
葉
に
重
ね
て
い

る
こ
と
を
、
亡
く
な
る
間
際
の
手
紙
等

の
資
料
や
親
友
の
賀
古
鶴
所
ら
の
証
言

を
も
と
に
解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
鷗
外
先
生
自
身
は
生
涯
帰

る
こ
と
が
無

か
っ
た
故
郷

津
和
野
へ
の

思
い
を
「
余

は
石
見
人
森

林
太
郎
と
し

て
死
せ
ん
と

欲
す
」
と
い

う
有
名
な
一

テ
レ
ビ
放
映
の
お
し
ら
せ

先
般
Ｎ
Ｈ
Ｋ
―
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
映
さ
れ
た
『
孫
の
ナ

マ
エ
～
鷗
外
パ
ッ
パ
の
命
名
騒
動
７
日
間
』
に
つ
い
て
、
番
組

好
評
に
つ
き
再
放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　
　

９
月
15
日
（
月
・
祝
日
）
17
時
～
18
時

放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ー
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

森
鷗
外
生
誕
記
念
講
演
会

森
鷗
外
記
念
館
常
任
理
事
・
大
塚
美
保
さ
ん
（
聖
心
女
子
大

学
教
授
）
を
招
き
「
鷗
外
を
離
れ
て
鷗
外
を
読
む
―
『
普
請
中
』

―
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き	

平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）
14
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ	

森
鷗
外
記
念
館

毎
月
開
催　

輪
読
鷗
外
（
参
加
無
料
）

毎
月
１
回
、
鷗
外
の
作
品
を
参
加
者
同
士
で
読
み
交
わ
し
て

い
ま
す
。
日
時
は
カ
レ
ン
ダ
ー
欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

鷗
外
グ
ッ
ズ
あ
り
ま
す

森
鷗
外
記
念
館
で
は
、
鷗
外
に
関
す
る
書
籍
の
他
、
様
々
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
知
人
・
友
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

選
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

節
に
込
め
、
鷗
外
の
精
神
は
〈
私
〉
と

し
て
文
界
の
地
・
津
和
野
へ
と
回
帰
し

た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
鷗
外
先
生
の
母
親
の
戒
名
の

中
に
入
れ
た
「
硯
」
の
文
字
は
石
見
を

表
し
て
お
り
、
生
涯
に
わ
た
り
、
鷗
外

先
生
が
故
郷
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
四
十
名
の
皆

さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
鷗
外
先
生

の
作
品
や
人
柄
に
理
解
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

今
秋
、
山
崎
館
長
に
よ
る
、
津
和
野

高
校
で
の
森
鷗
外
に
関
す
る
授
業
を
昨

年
に
引
き
続
き
行
う
ほ
か
、
年
明
け
に

は
鷗
外
先
生
の
生
誕
日
（
１
月
19
日
）

に
合
わ
せ
た
森
鷗
外
生
誕
記
念
講
演
会

を
下
記
の
と
お
り
開
催
す
る
予
定
で

す
。
さ
ら
に
、
３
月
に
は
日
原
地
区
で

山
崎
館
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

な
お
、
森
鷗
外
記
念
館
で
は
、
現
在
、

企
画
展
「
跡
見
女
学
校
卒
の
鷗
外
夫
人

　

登
志
子
」（
９
月
28
日
ま
で
）
を
開

催
中
で
す
。
町
民
の
皆
様
は
入
館
料
無

料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。
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良好な景観は、皆さまのご協力によって維持
することが可能になります。

島
根
県
で
は
良
好
な
景
観
の

形
成
等
を
目
的
に
屋
外
広
告
物

条
例
を
定
め
、
各
市
町
村
で
設

置
許
可
や
違
反
広
告
物
対
策
を

行
う
な
ど
、
必
要
な
規
制
・
誘

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
屋

外
に
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
を
設
置

さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
ポ
イ
ン

ト
を
参
考
に
、
屋
外
広
告
物
の

適
正
な
設
置
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
も
、
ポ
イ
ン
ト
を
参
考

に
自
己
点
検
を
行
い
、
屋
外
広

告
物
の
適
正
化
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◎
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

○
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に

は
事
前
に
市
町
村
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。

○
屋
外
広
告
物
の
種
類
に
応
じ

て
面
積
や
高
さ
な
ど
に
つ

い
て
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

○
著
し
く
破
損
し
た
も
の
や
倒

壊
の
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る

屋
外
広
告
物
は
設
置
で
き

ま
せ
ん
。

○
屋
外
広
告
物
設
置
工
事
の
発

注
は
島
根
県
知
事
登
録
済

み
の
屋
外
広
告
業
者
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

○
設
置
後
の
屋
外
広
告
物
は
、

適
切
に
補
修
を
行
う
な
ど

し
て
良
好
な
状
態
で
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
な
く
な
っ
た
屋
外
広
告

物
は
速
や
か
に
撤
去
し
ま

し
ょ
う
。

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ

島
根
県
屋
外
広
告
物
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
p

re
f.sh

im
a

n
e

.lg
.jp

/
en

viro
n

m
en

t/n
atu

re/
keikan/okugai/

）

商工観光課☎ 72-0652
屋外広告物の適正な設置にご協力ください

防
災
士
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
す
る

社
会
の
様
々
な
場
で
減
災
と
社

会
の
防
災
力
の
向
上
に
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
持
つ
専

門
員
で
、
町
で
は
、
今
年
度
か

ら
防
災
士
資
格
の
取
得
に
必
要

な
研
修
費
用
の
半
額
を
助
成
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

開
催
講
座
に
よ
り
主
催
者

（
企
画
者
）
が
異
な
る
た
め
、

応
募
方
法
、
受
講
料
等
が
異
な

り
ま
す
。
ま
た
資
格
支
援
に
つ

い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
方
、
左

記
日
程
で
参
加
を
ご
検
討
さ
れ

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
一
度
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

防
災
士
及
び
研
修
講
座
に
つ

き
ま
し
て
は
、
左
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。

総務財政課☎ 74-0028
防災士養成講座開催日程のご案内

開催地 日にち 会		場

山口県
宇部市

10/4( 土 )、10/5( 日 )
10/18(土)、10/19(日)	

(4 日間 )
宇部市総合福祉会館
（宇部市琴芝町二丁目 4番 20号）

福岡県
久留米市

10/18( 土）、19( 日）
(2 日間 )

久留米ビジネスプラザ	
(福岡県久留米市宮ノ陣 )	
HP：http://kurumebp.jp/

岡山県
総社市

11/15( 土）、16( 日）
(2 日間 )

総社市総合福祉センター	
(岡山県総社市中央 )	

HP：http://www.sojasyakyo.or.jp/
access/index.html

※研修会場は変更になることがあります。開催は定員に達し次第締め切りと
なりますので、ご注意ください。
○久留米市、総社市（防災士研修センター）
http://www.bousaishi.net/index.html

○宇部市役所
http://www.city.ube.yamaguchi.jp/kurashi/bousai/kouza/

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
国

民
の
間
に
広
く
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
上
記
の
と
お
り
動
物
愛
護

週
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
備
え
よ
う
！
い
つ
も
一
緒
に

い
た
い
か
ら
」

〇
愛
情
を
注
い
で
ま
す
か

動
物
の
幸
せ
の
た
め
に
繁
殖

制
限
で
き
る
の
は
、
あ
な
た
だ

け
で
す
。
ま
た
、
飼
い
き
れ
ず

に
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
動
物
も

い
ま
す
。

〇
迷
惑
か
け
ず
に
飼
え
ま
す
か

み
だ
り
な
繁
殖
の
た
め
に
、

適
正
な
飼
育
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

〇
災
害
に
備
え
て
ま
す
か

繁
殖
制
限
す
る
こ
と
に
よ

り
、
避
難
所
に
お
け
る
問
題
行

動
の
防
止
や
動
物
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
に
な
り
ま
す
。

「
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
・

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
」

〇
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
の
実
施
は
、
飼
い
主
の
義

務
（
狂
犬
病
予
防
法
第
４
条

及
び
第
５
条
：
罰
金
あ
り
）

で
す
。

〇
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
気
持

ち
だ
け
で
は
、
生
き
物
は
飼

え
ま
せ
ん
。
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
飼
え
る
か
、
飼
い

始
め
る
前
に
よ
く
考
え
ま

し
ょ
う
。

〇
飼
っ
て
い
る
動
物
を
捨
て
る

こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
終
生
飼
養
は
飼

い
主
の
責
務
で
す
。

〇
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
。

ね
こ
は
屋
内
で
飼
い
ま
し

ょ
う
。

〇
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
に

つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
も

ち
、
感
染
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

〇
動
物
が
好
き
な
人
ば
か
り
で

は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

〇
飼
っ
て
い
る
犬
や
ね
こ
が
い

な
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
捜

し
始
め
て
く
だ
さ
い
。
保
健

所
や
役
場
、
警
察
に
も
必
ず

9月20～26日は動物愛護習慣です

不
法
投
棄
は
、
法
に
よ
り
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
、
５
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
（
法
人
に
対
し
て
は

３
億
円
以
下
）
又
は
こ
の
併
科

が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
行
為
で

す
。
ま
た
、
未
遂
も
、
実
行
と

同
様
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

不
法
投
棄
が
与
え
る
影
響

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
地
域

の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
壌
や

水
質
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
一
度
不
法
投
棄
の
名
所
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
例
え
ご
み

を
撤
去
し
て
も
ま
た
す
ぐ
に
不

法
投
棄
さ
れ
、
多
大
な
処
理
費

用
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み

を
片
付
け
、
元
の
状
態
に
戻
す

に
は
、
多
く
の
時
間
と
お
金
も

か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ご
み
の
処
理
費
用
等

は
、
貴
重
な
税
金
で
賄
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
ら　

不
法
投
棄
は
あ
く
ま
で
行
為

者
が
片
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
特
定
が
で
き
な
い

場
合
、
土
地
の
管
理
者
や
所
有

者
が
処
理
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
不
法
投
棄
し

に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ

く
り①

こ
ま
め
に
草
刈
等
を
行

い
、
見
通
し
の
良
い
き
れ
い
な

状
態
に
し
て
お
く
。
②
ロ
ー
プ

や
柵
を
す
る
、
入
口
に
鍵
を
設

け
る
な
ど
、
簡
単
に
投
げ
込
め

な
い
、
入
り
込
め
な
い
よ
う
に

す
る
。
③
定
期
的
な
見
回
り
な

ど
で
土
地
の
状
態
を
把
握
し
て

お
く
、
な
ど
で
す
。

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人
や

不
法
投
棄
物
を
見
か
け
た
と
き

は
、
警
察
や
役
場
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

環境生活課☎ 72-0309

環境生活課☎ 72-0309

不法投棄は「しない」「させない」「許さない」

届
け
出

ま
し
ょ

う
。



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-9

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談 ,交通事故相談
総務財政課･･･････☎74-0028

■無料人権相談
税務住民課･･･････☎74-0059

■健康相談 ,育児相談 ,幼児
健診 ,こころの相談 ,ケア
サロン ,かんがるー教室 ,
離乳食教室，手話生活相談
健康福祉課･･･････☎72-0657
　　　　　･･･････☎72-0673

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談
社会福祉協議会津和野支所
･････････････････☎72-1494

■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支
所･･･････････････☎74-1617

■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわＡ・Ｂ，ヨガ
&マットエクササイズ，水
彩画教室
日原中央公民館･･･☎74-0302

■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室
津和野町民センター
･････････････････☎72-2070

■キラキラ体操教室、認知症
講演会，元気アップ教室、
地域運動推進員サロン活動
地域包括支援センター
･････････････････☎72-0683

■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い，健康体操
青原公民館･･･････☎75-0039

■断酒会
断酒会鹿足支部
･･････････☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

納期限は9月30日
各料金・税金は納付期限ま
でに納付しないと、20 日以
内に督促状を発送します。
その後の納付には 100 円の
手数料が別途必要となりま
す。
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【当番医】津和野共存病院【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】増野医院 【当番医】栗栖医院

【当番医】小笠原医院

【当番医】つわぶき医院

1 6

97 11 12108 13

14 15 16 17 18 19

27

28

20

21 22 23 24 25 26

2 4 53

29 30

国民健康保険税・第 6期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第6期
介護保険料・・第6期
固定資産税・・第3期

町税等の支払いは口座振
替が便利がおススメです

◎月いちボランティア清掃
（なごみの里駐車場
/8:00~9:00）

◎津和野中学校・日原中学校体
育祭
◎レッツ・ジャンピング !
（津和野体育館 /14:00~15:30）

◎無料行政相談
（やませ /9:30~14:30）
◎育児相談
（日原保育園内子育て支援セン
ター /10:00-11:30）

◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）
◎無料人権相談
（やまび /10:00~12:00）
◎ヨガ & マットエクササイズ
（やませ /20:00~21:00）

◎キラキラ体操教室
（やまび /13:30~14:30）
（ 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/15:30~16:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）
◎乳児健診
（まちせ /13:30-）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合庁 /9~12 時 ,13~16 時）
◎きんぎょの会※１

（木部公民館 /10:00~11:30）
◎ケアサロン
（津和野共存病院 /11:00-12:00）
◎津和野地区心配ごと相談
（ふくせ /13:30~15:00）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30~、19:00~）
◎発達クリニック（やまび ）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日公　/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（和田自治会館 /10:30~11:30）
（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/13:30~14:30）

◎ハングル講座
（日公　/19:30~21:00）

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館 /9:00~11:30）
◎ほほえみ会※１

（添谷集会所 /14:00~15:30）
◎ファミリーバドミントンリー
グ戦
（小川体育館 /19:30~）

◎レッツ ! フィットネス
（小川体育館 /19:30~）

◎心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館 /9:00~11:00）
◎すずめ※１

（柳会館 /9:30~11:00）
◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（滝元下集会所 /13:30~14:30）
（野地公民館 /15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎無料人権相談
（まちせ /9:00~12:00）

◎ハッスル会※１

（鹿谷集会所 /10:00~11:30）◎健康相談
（発熱外来診療所 /9:30-11:30）
◎ HBC 体操畑迫
（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎アダルト英会話
（やませ /10:30~11:30）
◎ 3B 体操
（まちせ /13:30~）
◎キッズえいかいわ A
（やませ /16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ /20:00~21:00）

◎石見神楽公演（上石田神楽団）
（なごみ ）

◎日原小学校　運動会◎食育の集い、調理実習
（青原公民館 /9:30~13:30）
◎明るい生活相談
（やまび /10:00~12:00）
◎無料人権相談
（やまび /10:00~12:00）
◎無料法律相談【要予約】
（ふくせ /13:00~16:00）
◎ヨガ & マットエクササイズ
（やませ /20:00~21:00）

◎キラキラ体操教室※１

（柳会館 /13:30~14:30）
（ 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/15:30~16:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合庁 /9~12 時 ,13~16 時）
◎すずめの会※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）
◎断酒会
（中央公 /19:00-21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館 /19:30~）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室※１

（中座会館 /10:30~11:30）
（小川公民館 /13:30~14:30）
◎育児相談
（直地児童館内子育て支援セン
ター /10:30-11:30）

◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎ファミリーバドミントンリー
グ戦
（小川体育館 /19:30~）

◎青原小学校・左鐙小学校　運
動会

◎第 62 回須川地区民体育大会
（須川運動場 /9:30~12:00）

◎パソコン初心者教室
（青原公民館 /10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）
◎レッツ ! フィットネス
（小川体育館 /19:30~）

◎交通事故巡回相談　要予約
（益田市役所 /9:00~15:00）
◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）
◎リハビリ恋（来い、鯉）クラブ
（まちせ /10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室※１

（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）
（横道上公民館 /15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ ）

◎交通事故相談
（浜田合庁 /9~12 時 ,13~16 時）
◎キッズダンスレッスン
（小川公民館 /19:00~）
◎ソフトバレーリーグ戦

（小川体育館 /19:30~）
◎季節の湯（りんご）（なごみ ）

◎健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎健康相談
（まちせ /9:30-11:30）
◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /13:30~15:00）
◎ 3B 体操
（まちせ /13:30~）

◎アダルト英会話
（やませ /10:30~11:30）
◎キッズえいかいわ B
（やませ /16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ /20:00~21:00）

◎木部小学校　運動会
◎石見神楽公演（日原神楽保存
会）（なごみ）

◎第 50 回小川地区民運動会
（小川体育館 /9:00~）
◎輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）
◎演奏会びーくおりてぃー
（なごみ ）

※ 1 地域運動推進員サロン活動

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（野中自治会館 /13:30~14:30）
◎三葉会
（ 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/13:30~15:00）

◎健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎交通事故相談
（浜田合庁 /9~12 時 ,13~16 時）
◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎断酒会
（まちせ /19:00-21:00）
◎キッズダンスレッスン
（小川公民館 /19:00~）
◎季節の湯（りんご）（なごみ ）

◎無料行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館 /10:00~12:00）
◎元気会※１

（下町コミュニティーセンター
/10:00~11:30）

◎さくら会※１

（須川公民館 /13:30~15:00）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館 /13:30~15:30）
◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎名賀のぞみクラブ※１

（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室※１

（高田自治会館 /10:30~11:30）
（麓耕自治会館 /13:30~14:30）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）
◎子宮がん検診
（木部公民館・畑迫公民館・津
和野体育館）

◎津和野図書館休館日

80 歳以上で自分の歯が
20 本以上ある方を募集しています

-8020 よい歯のコンクール -

県立の８施設の入館料が無料になります
-9 月 15 ～ 21 日は老人の日・老人週刊 -

＜応募資格のある方＞
１．今年満 80 歳以上になる方（昭和９年 12 月 31 日以前に生まれた方）

で、今までにこのコンクールの表彰を受けていない方。
2．十分機能している自分の歯が 20 本以上残っており、歯科医師によ

る診査が可能な方。
＜応募ならび口腔内診査期間＞
　平成 26 年８月１日（金）～９月 13 日（土）当日消印有効

【お問い合せ先】　島根県歯科医師会☎ 0852-24-2725

＜対象となる方＞
１．年内に満 65 歳以上になる方
＜対象施設＞
①島根県立美術館②八雲立つ風土記の丘展示学習館③花ふれあい公園④
古代出雲歴史博物館⑤宍道湖自然館ゴビウス⑥三瓶自然観サヒメル・三
瓶小豆原埋没林公園⑦しまね海遊館アクアス⑧石見美術館（グラントワ）
　入館される際に健康保険証や運転免許証をご提示ください。各施設へ
の経路などは直接お問合せください。
【お問い合せ先】　島根県健康福祉部高齢者福祉課☎ 0852-22-6696

８月 30日から 9月 5日は防災週間、9月１日は防災の日です。 避難場所や経路、持出品などを、家族や地域、職場などでも再確認しましょう。

敬老の日

老人の日

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

町セ

町セ 町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

やま

やま

やま

やま

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ
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皆で安心して暮ら
すためにお気軽に
ご相談ください

こ
の
制
度
は
対
象
と
な
っ
た

方
の
病
院
等
で
支
払
う
医
療
費

の
負
担
を
減
ら
す
制
度
で
す
。

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
は

新
た
に
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者
で
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
一
医
療
機
関
ご
と
に

必
要
と
な
る
ひ
と
月
の
自
己
負

担
額
の
上
限
も
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
入
院
の
場

合
、
こ
れ
ま
で
は
ひ
と
つ
の
医

療
機
関
で
ひ
と
月
に
最
大
で

４
万
２
百
円
の
支
払
い
が
必
要

で
し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
は

２
万
円
と
大
幅
に
負
担
が
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
新
た
に
助
成
を
受
け
る

に
は
申
請
書
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
対
象
と
な
る
方
の
要

件
と
、
自
己
負
担
額
の
上
限
額

に
つ
い
て
は
左
記
の
通
り
で

す
。
本
人
負
担
と
な
る
の
は
医

療
費
の
１
割
で
、
薬
局
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
所
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
の
本
人
の
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
制
度
に
関

し
て
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

福祉医療費助成制度が拡充されます
健康福祉課☎ 72-0673

新たに対象となる方
①精神障害者保健福祉手帳１級の方
②精神障害者保健福祉手帳２級の方で、身体障害者手
帳３級または４級の方

③精神障害者保健福祉手帳２級で、知的障がいのある方
【ご注意ください】

対象となるには所得制限があります。知的障がいについては専門の
判定機関の判断となります。（IQ が概ね 50 以下であること）助成
を受けるには申請書の提出が必要です。
詳しくはお問合せください。

■区分ごとの自己負担額の上限額一覧
区分 入	院 入院外

一般の方（市町村
民税課税世帯）

20,000 円	
（40,200 円）

6,000 円
（12,000 円）

市町村民税非課税
世帯に属する方

2,000 円	
（7,500 円）

1,000 円	
（4,000 円）

20 歳未満の障がい
児 (者 )

2,000 円
（2,000 円）

1,000 円
（1,000 円）

(　)内は平成 26年 9月 30日までの上限額

健康福祉課☎72-0651

「
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営

業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
1

号
被
保
険
者
の
方
々
が
、
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
を
し
て
加

入
で
き
る
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。掛

金
は
将
来
も
一
定
で
変
わ

ら
ず
、
ま
た
掛
金
は
全
額
所
得

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税

や
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
お
得

な
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人
は
?

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民

年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
の
方

お
よ
び
日
本
国
内
に
住
所
を
有

す
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る

方
が
加
入
で
き
ま
す
。

毎
月
の
掛
金
は
?

掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
、
性

別
、
選
択
す
る
給
付
の
型
と
口

数
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

年
金
の
給
付
は
?

年
金
額
の
加
入
口
数
、
年
金

受
取
期
間
は
給
付
の
型
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
国
民
年
金
基
金

　
　
　

☎0120-65-4192

（
〒
６
９
０
―
０
８
８
７
松

江
市
殿
町
8
番
地
3　

島
根
県

市
町
村
振
興
セ
ン
タ
ー
5
階
）

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】http://

kokuki-shim
ane.or.jp/

国民年金基金とは

「
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
と
る
こ
と
の
で
き
る
年

金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の 

40
年
間
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。 

国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間

等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ

し
、
昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
。 

）
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日

本
国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
平
成
20
年
4

月
1
日
か
ら
任
意
加
入
時
の
保

険
料
の
納
付
方
法
は
、
口
座
振

替
が
原
則
と
な
り
ま
し
た
。

任
意
加
入
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
津
和
野
庁
舎
健
康
福
祉

課
、
本
庁
舎
総
合
窓
口
ま
た
は

浜
田
年
金
事
務
所
（
☎0855-

22-0672

）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

健康福祉課☎ 72-0651
ご存知ですか？国民年金の任意加入制度

将来、もらえる年金も増えて、掛
け金も所得控除になんておトクね！

平
成
26
年
7
月
22
日
よ
り
津

和
野
町
内
に
障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
相
談
支
援
事
業
所

「
つ
わ
ぶ
き
の
里
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
や
、
そ
の
家
族
の
方
を
対
象

に
、
生
活
や
支
援
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
関
係
機
関
と
連
携
し
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
身
近
な
地

域
に
お
い
て
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
支
援
体
制
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
、具
体
的
に
は
、

日
常
生
活
上
の
支
援
を
必
要
と

す
る
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の

ご
家
族
の
方
に
対
し
、
窓
口
に

よ
る
相
談
や
家
庭
訪
問
に
よ
る

相
談
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
計
画

作
成
等
を
行
い
ま
す
。

事
業
所
名

つ
わ
ぶ
き
の
里
（
津
和
野
町

津
和
野
町
森
村
ロ
１
０
４ 

津

和
野
小
学
校
内
）

☎0856-72-0161

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

開
所
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
～
金
曜
日
）

支
援
内
容

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
情
報
提
供
、
相
談
、

計
画
作
成

・
社
会
資
源
を
活
用
す
る
た
め

の
支
援

・
社
会
生
活
力
を
高
め
る
た
め

の
支
援

・
専
門
機
関
の
紹
介
等

利
用
対
象
者

障
が
い
の
あ
る
方
や
、
そ
の

家
族
の
方

健康福祉課☎ 72-0653
障がいに関する相談支援を行っています
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届出忘れにご注意ください

町
で
は
毎
年
10
月
以
降
、
固

定
資
産
税
の
評
価
に
関
す
る
家

屋
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
次
の
①
②
に
該
当
さ
れ
る

方
は
税
務
住
民
課
・
固
定
資
産

税
担
当
ま
で
事
前
に
相
談
い
た

だ
く
か
、
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
平
成
26
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
新
築
又
は
増
築
を
さ

れ
る
方

②
平
成
26
年
中
に
住
宅
・
倉
庫

な
ど
を
解
体
さ
れ
た
方

※
平
成
26
年
中
と
は
、
平
成
26
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
期

間
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月

1
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
（
総
称
し
て

「
固
定
資
産
」）
を
所
有
し
て

い
る
人
が
、
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
国
が
定
め

た
基
準
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

を
評
価
し
、
価
格
を
決
定
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
そ
の
後
、
税
額
を
算
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
家
屋
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
現
地
に
出
向
き
調

査
を
行
い
評
価
額
を
算
定
し
ま

す
。（
家
屋
評
価
）

ご
注
意
下
さ
い

新
築
・
増
築
に
つ
い
て
評
価

漏
れ
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
家

屋
の
評
価
証
明
の
発
行
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
遡
っ
て
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
解
体
に
つ
い
て
届
出

が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
地

の
上
に
一
定
用
件
を
満
た
す
住

宅
が
あ
る
と
「
住
宅
用
地
に
対

す
る
課
税
標
準
額
の
特
例
」
が

適
用
さ
れ
減
額
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
住
宅
の
解
体
や
、
そ
の

住
宅
と
し
て
の
用
途
を
変
更
す

る
と
本
特
例
の
適
用
か
ら
外
れ

土
地
の
税
額
が
高
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

家
屋
評
価
の
計
算
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0069
建物を新築・増築・解体した場合はご連絡を

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さを見直そう

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
人

権
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
し

た
。
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
心
豊
か
な
人
権
意
識

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
町
内

◎
け
ん
か
し
た
ら　

い
つ
か
き
っ
と　

な
か
な
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
鐙
小
学
校
3
年　

鈴
木
理
華
さ
ん

◎
友
達
の　

き
ず
な
の
糸
は　

切
れ
な
い
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
鐙
小
学
校
4
年　

大
庭　

健
さ
ん

◎
母
さ
ん
が　

笑
う
と
み
ん
な　

笑
顔
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
鐙
小
学
校
5
年　

安
見　

藍
さ
ん

◎
い
じ
め
と
は　

心
を
殺
す　

き
ず
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
鐙
小
学
校
6
年　

大
庭
未
優
さ
ん

◎
一
人
ひ
と
り
の　

小
さ
く
て
尊
い
生
き
る
権
利
を
大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
鐙
小
学
校
6
年　

鈴
木
智
也
さ
ん

◎
あ
り
が
と
う　

そ
の
一
言
が　

が
ん
ば
る
力
を
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
鐙
小
学
校
6
年　

羽
野
望
月
さ
ん

ご
め
ん
ね　

そ
の
一
言
が　

素
直
な
心
を
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
鐙
小
学
校
6
年　

安
見
貫
汰
さ
ん

※
順
不
同
、平
成
25
年
度
（
平
成
26
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

の
学
校
に
ご
協
力
に
よ
り
、
多

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品
ず

つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧

下
さ
い
。

認
知
症
と
は
、
脳
に
起
き
た

何
ら
か
の
障
が
い
に
よ
っ
て
、

い
っ
た
ん
獲
得
さ
れ
た
認
知
機

能
が
低
下
し
、
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
、
誰
も

が
な
り
う
る
病
気
で
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
認
知
症
は

ま
す
ま
す
身
近
な
病
気
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方

が
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
、

大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
も
含

め
た
地
域
全
体
で
こ
の
病
気
や

福
祉
に
つ
い
て
学
び
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見

守
り
、
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
な
る
こ
と
が
重
要
で

す
。そ

の
中
で
平
成
26
年
7
月
14

日
（
月
）
津
和
野
中
学
校
で
認

知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
は
、
認
知
症
の
正
し
い

知
識
、
対
応
法
を
子
ど
も
の
頃

か
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
で
「
生

き
る
」
こ
と
を
考
え
る
、
ま

た
、
地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
も

含
め
、
誰
に
で
も
優
し
く
親
切

に
す
る
こ
と
の
意
義
を
学
ぶ
貴

重
な
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

講
座
を
受
け
た
生
徒
の
ほ
と

ん
ど
が
病
気
に
対
す
る
理
解
と

接
し
方
に
つ
い
て
理
解
で
き
た

よ
う
で
、
今
後
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
「
相
手
の
こ
と
を
考
え

て
行
動
し
た
い
」「
優
し
く
見

守
り
た
い
」
と
、
し
っ
か
り
と

病
気
の
症
状
と
そ
の
接
し
方
に

つ
い
て
正
し
く
学
習
で
き
た
よ

う
で
す
。

本
町
で
は
平
成
19
年
度
よ
り

「
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
、町
内
の
公
民
館
や
自
治
会
、

事
業
所
等
で
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
と
い
う
認
知
症
の
理
解
や

予
防
、
関
わ
り
方
の
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

開
催
を
ご
希
望
の
方
は
津
和

野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地域包括支援センター☎ 72-0683
みんなで支えれば、認知症は怖くない

つわみんへ出演依頼などができます。詳し
くはお問合せください。

【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

他にもたくさん出演しました！

7/18

7/26

日原保育園 夜市

幼花園 お楽しみ会

祇園丁夜市

QRで
クイック

アクセス

大阪国際空港（伊丹空港）にて、萩・石見空港の大阪便ＰＲを、
島根県観光キャラクター「しまねっこ」と一緒に行いました。

しまねっこや山口県ＰＲ本部
長「ちょるる」と一緒にゆるキ
ャラステージイベントを行うな
ど、祭りを盛り上げました。

つわみん活動日記

7 月 12,13 日 大阪季節便利用促進 PR

7 月 19 日 津和野町夏祭り　鯉・恋・来いまつり



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

日本一の水質を誇る高津川はふるさとの誇りです。

目を輝かせながら神楽に見入る子どもたちもたくさんいました。

合宿の一環で下森町長による町が抱える問題について学ぶ生
徒たち
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４年連続で水質日本一
国土交通省が毎年行う水質調査の結果が７月 22 日に

公表され、高津川が４年連続で水質日本一に輝きまし
た。

この調査は、国土交通省が毎年実施しており、昨年
は同省が管理している全国 163 河川を対象に、水の汚
れを示す生物化学的酸素要求量（BOD）の年間平均値
を測定する方法で水質を測定しています。

水質が最も良いとする「最も良好」と判定された河
川は高津川をはじめ全国 10 河川に上り、熊本県の川辺
川が８年連続となっています。

早期復興を願い、舞え！伝統の神楽
昨年の災害から約１年、目前に迫った JR 山口線運行

再開など少しずつ近づいてきた復興を願い石見神楽大会
が 7 月 19 日に開催されました。

大会は、近隣の神楽社中に所属する方たちで組織さ
れる津和野町復興神楽大会実行委員会（会長：斉藤 登）
の主催により開催され、会場となった津和野町民体育館
で午後２時から午後 9 時 30 分までそれぞれの社中が入
れ替わりながら塵

じんりん

輪や大
お ろ ち

蛇などの演目を披露、およそ
300 人の観客を魅了しました。

また同日、殿町通りを中心に夏祭り・つわの鯉・恋・
来いまつりも行われており、人気タレントや地元芸能団
体によるステージショーのほか屋台の出店もあり、盛り
だくさんの 1 日となりました。

夏の思い出、大学のゼミ合宿 in ツワノ
立教大学コミュニティ福祉学部コミュニティ政策学科のゼミ

に所属する２年生の皆さんが、夏のゼミ合宿を７月 31 日から
3 日間津和野町内で行っていました。

「コミュニティを基盤とした福祉社会の構築に貢献できる人
材育成」を目的としている同学科では、今回の合宿で地方にあ
る地域社会の現地調査などを行い、全国に数ある事例の一つと
して学びを深めました。また勉強の傍ら、津和野観光も楽しむ
など、充実した３日間となったようです。

実は今回の合宿、昨年まで町の FoundingBase 事業で町お
こしに取り組んでいた立教大学に通う藤田知也さんが企画した
もの。遠く離れても津和野の事を考えてくれている若者が存在
する事は大変ありがたいことですね。



けいじばんホームページアドレス 日時 場所 問い合わせ先 料金 対象者 定員 締切 申込先
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鷲原八幡宮

■
9
月
15
日
（
月
）

津
和
野
共
存
病
院
☎
72
―
０
６
６
０

■
9
月
23
日
（
火
）

栗
栖
医
院
☎
79
―
２
０
０
６

■
9
月
7
日
（
日
）

つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
―
３
５
０
０

■
9
月
21
日
（
日
）

増
野
医
院
☎
74
―
０
０
５
３

■
9
月
14
日
（
日
）

松
浦
内
科
胃
腸
科
☎
77
―
０
１
１
１

在
宅
当
番
医
…
…M

edical

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
9
月
3
日
）
・
整
形

外
科
（
午
後
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１
･
３
･
５

泌
尿
器
科
（
午
前
）
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所
ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

■
9
月
28
日
（
日
）

小
笠
原
医
院
☎
79
―
２
０
１
２

ご
案
内
…
…
…
…
…guide

ひ
と
り
親
家
庭
法
律
相
談

次
の
日
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

9
月
24
日		
13
時
30
分
～
15
時
30
分

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎0852-32-5920

消
防
協
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

写
真
を
通
じ
て
県
内
の
消
防
団
の
活

躍
を
紹
介
し
、
活
動
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

９
月
16
日
～
翌
年
1
月
30
日

島
根
県
消
防
協
会
☎0852-21-

2166　
　

http://fish.m
iracle.

ne.jp/m
ukasai/

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講
習

実
習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

55
歳
以
上
の
方　
　

無
料

◆
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

清
掃
関
係
の
お
仕
事
を
希
望
又
は
関

心
の
あ
る
方
に
、
働
く
き
っ
か
け
と
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
で
す
。
昨
年

度
は
、
約
７
割
の
方
が
早
期
に
就
職
さ

人差指を立てて前後に置き、半
回転して左右の指の位置を入れ
替えます。

今
月
の
手
話

「
交
代
、
替
わ
る
、
代
理
」

れ
ま
し
た
。

9
月
30
日
～
10
月
10
日	

10
～
16
時

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
名　
　

9
月
16
日

島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
☎080-1910-8116

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

島
根
県
で
は
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

聞
く
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
ア
ン
ケ
ー
の
回
答
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記

念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
広
聴
広
報
課
☎0852-22-

6501

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

島
根
県
弁
護
士
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
☎0855-

22-4514

９
月
26
日	

午
前
10
時
～
午
後
4
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー

通
貨
・
証
券
等
を
お
返
し
ま
す

浜
田
税
関
支
署
で
は
、
通
貨
や
証
券

類
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

浜
田
税
関
支
署
☎08552-27-

0366

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
話
通
訳
で
は
、
長
時
間
の
連
続
し

た
通
訳
を
な
く
し
、
15
～
20
分
で
交
替

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
9
月
8
、

22
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）
耳
鼻

咽
喉
科 

毎
週
（
午
前
）

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で

す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分

と
午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
毎
週
火
曜
15
時

～
18
時
、
毎
週
木
曜
9
時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
山
女
日
記
』

湊
か
な
え
……
…
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
『
嫌
わ
れ
る
勇
気
』

岸
見
一
郎
……
…

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

▽
『
吉
原
裏
同
心
』
１
～
20

佐
伯
康
英
……
…
…
…
…
…

光
文
社

▽
『
フ
ラ
ン
ス
の
子
ど
も
は
夜
泣
き
を
し

な
い
』
パ
メ
ラ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
マ

ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
集
英
社

▽
『
荒
神
』

　

宮
部
み
ゆ
き
……

朝
日
新
聞
出
版

▼
津
和
野
図
書
館 

9
月
30
日
は
休
館
で
す
。

▽
『
平
凡
』

角
田
光
代
……
…
…
…
…
…

新
潮
社 

▽
『
戌
亥
の
追
風
』

山
本
一
力
……
…
…
…
…
…

集
英
社 

▽
『
マ
マ
の
足
は
車
イ
ス
』

又
野
亜
希
子
……
…
…

あ
け
び
書
房 

▽
『
自
由
研
究
わ
く
わ
く
探
検
大
図
鑑
』

羽
豆
成
二
……
…
…
…
…
…

小
学
館  

▽
『
路
上
の
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
』

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

岩
波
書
店 

し
ま
す
。
休
ん
で
い
る
通
訳
者
は
、
交

替
後
ス
ム
ー
ズ
に
通
訳
が
で
き
る
よ
う

話
を
聞
い
た
り
、
手
話
表
現
を
視
る
こ

と
に
神
経
を
集
中
さ
せ
て
い
る
の
で
十

分
な
休
息
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
時

間
や
内
容
に
よ
っ
て
は
３
名
以
上
の
通

訳
者
が
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
手
話
通
訳

が
健
康
に
有
害
な
の
で
は
な
く
、
過
度

の
通
訳
が
健
康
を
害
す
と
い
う
こ
と
で

す
。



※住民基本台帳は、平成24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

つわの暮らし推進課　☎ 74-0092

盛りだくさんのイベント内容！
①オープニング（親子神楽）
②六子さん１日人権擁護委員委嘱式　
③ゆるきゃら大集合
④吹奏楽演奏（益田市立益田東中学校吹奏楽部）
⑤六子さんによるコンサート　　　　　　　
⑥和太鼓披露（益田市立道川小学校）
⑦講演会　浦本誉至史さん（被差別部落問題研究者）
　　　　　演題「無知を許さず（仮題）
　　　　　　　　　～連続大量差別はがき事件～」
⑧ワークショップブース
⑨啓発ブース
⑩人権・同和教育啓発展
⑪人権なんでも相談コーナー
⑫人権スタンプラリー
⑬飲食コーナー

facebookモバイル スマートフォン

１日人権サポーター募集！

当日、来場された方の中
から１日人権サポーター
を募集し、来場者の困り
ごと（会場やお手洗いの
場所がわからないなど）
にちょっとした支援をし
ていただきます。

 

人権イメージキャラクター
　人KEN まもる君 　人KEN あゆみちゃん

世帯数：3,638 人口：8,072 人 出生：3 死亡：10
転入：10 転出：12男 3,725 人　女 4,347 人

広報つわの
□発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25
□編集 /つわの暮らし推進課　TEL：0856-74-0092　FAX：0856-74-0002
□印刷 /石見紙工業株式会社
□URL/ http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成26年7月末現在）

つわみん©津和野町　津和野（観）許諾第 11号

7
月
届
出
分

向む
か
い 

洋ひ
ろ
と翔 

7
・
15 

（
寺
田
上
）

福ふ
く
は
ら原 

結ゆ

な菜 

７
・
14 

（
添
谷
）

7
月
届
出
分

宮
藤 

俊
男 

7
・
1 

（
中
座
一
） 

78
歳

村
上 

照
子 

７
・
１ 

（
扇
町
） 

78
歳

中
島 

ト
ノ 

７
・
２ 

（
小
瀬
） 

97
歳

村
田 

性
士 

7
・
4 

（
白
井・木
尾
谷
） 

69
歳

田
中 

瑞
穗 

７
・
８ 

（
商
人
下
） 

79
歳

桑
原 

健
次
郎 

7
・
11 

（
長
野
） 

100
歳

松
本 

君
江 

7
・
12 

（
東
二
） 

89
歳

羽
多
野 

伊
榮 

7
・
18 

（
野
広
） 

92
歳

石
川 

二
三
男 

７
・
21 

（
野
地
） 

80
歳

岡
﨑 

嶢 

７
・
21 

（
脇
本
） 

77
歳

※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

※実際の掲載サイズとは異なります。

2014 年 8 月 15 日発行

お
詫
び
と
訂
正

前
月
号
の
お
悔
や
み
欄
に
て
左
記
の
方
の
氏

名
の
誤
脱
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の

通
り
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　

瀨 

貞
子 

6
・
18 

（
野
地
） 

87
歳

岸
田 

忠
孝 

６
・
20 

（
枕
瀬
東
） 
87
歳

しまね人権フェスティバル2014
9 月 21 日（日）

9:30~15:30

平成 26 年

島根県芸術文化センター
グラントワ

益田市有明町 5-15
☎ 0856-31-1860

主催
島根県人権啓発活動ネットワーク協議会（松江地方法務局・島根県人権擁護委員連合会・島根県）、浜田・益田・川本地域人権啓発活動ネットワーク協議会（松江地方法務局浜田支局・
松江地方法務局益田支局・益田人権擁護委員協議会・益田市・津和野町・吉賀町）、島根県同和教育推進協議会連合会 

日常生活の中で生かされるような人権感覚を身につけるとともに、人権尊重について正しい
理解を得てもらうよう、身近な人権問題について気づき、学び、考える場で明るく親しみや
すい雰囲気の中で、子どもから大人まで親しみながら人権について学べるイベントです。

みんなで築こう　人権の世紀
神楽の里　心にひびけ人権の舞い

【フェスティバルに関するお問合せ先】税務住民課☎ 74-0059


